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研究の動機 
勉強など作業する際に音楽を使用している私達で
あるが、より有効活用するにはどうすればよいのか
気になったため。 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研究方法 
 
１．計算問題を解く(処理能力) 
２．持久走をする(集中力) 
３．小豆を箸で一粒ずつ運ぶ(巧緻性) 
４．立体パズルを解く(判断力・集中力、 
　　空間把握力) 

 
　校歌、好きなジャンル、好きではないジャ
ンルの音楽をかけて１〜３をそれぞれ２回ず
つ行う 

必要な道具 
・イヤホン 
・ストップウォッチ 
・計算問題 
・小豆　・パズル 

仮説 
好きな音楽によって、作業効率の上がり方
に違いがあるのではないか 

参考文献 
・「好ましい」BGMが作業効率に与える影響 
　（合掌顕、水野有友理） 
・背景音楽が身体および精神作業に及ぼす 
　影響　（湊有彩） 

 

模式図
イメージの写真

研究の目的 
音楽を流せば作業効率を上げられるが、それぞれ
の好きな音楽ジャンルによって作業効率に上がり
下がりはあるのかを調べ、日常生活に活かすた
め。 

先行研究 
　・BGMが聞こえている状態では読解力が低下 
　・記憶力低下 
　・運動能力向上 
　・テンポが速いBGMは 
　　作業スピードが高まる 

 
春休み 

 
２回または３回、計算、 
運動、緻密作業、パズルの４つ
に分類し、研究を行う  

６〜 
７月 

春休みの研究から課題を 
見つける 

夏休み 
課題をふまえて新しい仮説を立
て、もう一度実験を行う 

 
９〜 
１０月 

 
夏休みの研究からさらに研究を
進める  

 
１１〜 
１２月 

 
 
ポスター作成  


